
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成29年８月７日

【四半期会計期間】 第47期第１四半期（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

【会社名】 日本高純度化学株式会社

【英訳名】 JAPAN PURE CHEMICAL CO., LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　清水　茂樹

【本店の所在の場所】 東京都練馬区北町三丁目10番18号

【電話番号】 03（3550）1048

【事務連絡者氏名】 取締役　財務経理部長　　小坂　悟

【最寄りの連絡場所】 東京都練馬区北町三丁目10番18号

【電話番号】 03（3550）1048

【事務連絡者氏名】 取締役　財務経理部長　　小坂　悟

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

日本高純度化学株式会社(E01060)

四半期報告書

 1/12



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期

第１四半期
累計期間

第47期
第１四半期
累計期間

第46期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 （千円） 1,783,103 2,360,322 8,229,550

経常利益 （千円） 202,369 312,866 1,002,907

四半期（当期）純利益 （千円） 146,729 221,257 716,613

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,283,196 1,283,196 1,283,196

発行済株式総数 （株） 6,317,200 6,317,200 6,317,200

純資産額 （千円） 8,010,522 9,867,425 9,548,276

総資産額 （千円） 8,892,131 11,599,835 11,153,925

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 25.24 38.51 124.44

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 25.14 38.23 123.57

１株当たり配当額 （円） － － 80

自己資本比率 （％） 89.3 84.4 85.0

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営んでいる事業内容に重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　電子部品業界におきましては、前事業年度下期に回復したスマートフォン向けの半導体や電子部品の需要が引き

続き順調に推移したことから、前年同期と比較して好況に恵まれました。

　当社におきましては、マザーボード用金めっき薬品およびマイクロコネクター用硬質金めっき薬品はハイエンド

スマートフォンに留まらず、中国向けスマートフォンの旺盛な需要にも支えられて好調に推移しました。また、実

装部品向けのリードフレーム用パラジウムめっき薬品につきましても好調に推移しました。これらの主要薬品の需

要回復に伴い、一昨年同期と同等の水準まで業績が回復しました。

　その結果、売上高は2,360百万円（前年同四半期比32.4％増）、営業利益は265百万円（前年同四半期比67.3％

増）、経常利益は312百万円（前年同四半期比54.6％増）、四半期純利益は221百万円（前年同四半期比50.8％増）

となりました。

　売上高の用途品目別内訳は、プリント基板・半導体搭載基板用683百万円、コネクター・マイクロスイッチ用451

百万円、リードフレーム用1,051百万円、その他173百万円であります。

 

(2）財政状況の分析

（資産）

　資産合計は11,599百万円となり、前事業年度末に比べて445百万円の増加となりました。

　流動資産は6,187百万円となり、前事業年度末に比べて28百万円の減少となりました。これは主に現金及び預金

が77百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が85百万円減少したことによるものであります。

　固定資産は5,412百万円となり、前事業年度末に比べて474百万円の増加となりました。これは主に投資有価証券

が456百万円増加したことによるものであります。

（負債）

　負債合計は1,732百万円となり、前事業年度末に比べて126百万円の増加となりました。

　流動負債は483百万円となり、前事業年度末に比べて10百万円の減少となりました。これは主に買掛金が47百万

円増加したものの未払法人税等が64百万円減少したことによるものであります。

　固定負債は1,248百万円となり、前事業年度末に比べて136百万円の増加となりました。これは主に繰延税金負債

が136百万円増加したことによるものであります。

（純資産）

　純資産合計は9,867百万円となり、前事業年度末に比べて319百万円の増加となりました。これは主にその他有価

証券評価差額金が314百万円増加したことによるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第１四半期累計期間の研究開発費の総額は50百万円であります。

　なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

EDINET提出書類

日本高純度化学株式会社(E01060)

四半期報告書

 3/12



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,640,000

計 24,640,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成29年８月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,317,200 6,317,200
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100株で

あります。

計 6,317,200 6,317,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成29年４月１日～

平成29年６月30日
－ 6,317,200 － 1,283,196 － 1,026,909

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である平成29年３月31日の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】

（平成29年３月31日現在）
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　572,800
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　5,743,200 57,432 －

単元未満株式 普通株式　　　1,200 － －

発行済株式総数 6,317,200 － －

総株主の議決権 － 57,432 －

 

②【自己株式等】

（平成29年３月31日現在）
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式
数の合計
（株）

発行済株式数
に対する所有
株式数の割合

（％）

（自己保有株式）

日本高純度化学株式会社
東京都練馬区北町三丁目10番18号 572,800 － 572,800 9.07

計 － 572,800 － 572,800 9.07

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成29年４月１日から平成29

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,298,136 4,375,870

受取手形及び売掛金 1,538,742 1,453,740

商品及び製品 115,365 99,421

原材料及び貯蔵品 134,317 202,114

その他 128,655 55,937

流動資産合計 6,215,217 6,187,084

固定資産   

有形固定資産 103,677 105,370

無形固定資産 30,873 48,214

投資その他の資産   

投資有価証券 4,754,830 5,210,944

その他 49,327 48,221

投資その他の資産合計 4,804,157 5,259,166

固定資産合計 4,938,708 5,412,751

資産合計 11,153,925 11,599,835

負債の部   

流動負債   

買掛金 216,137 263,198

未払法人税等 145,953 81,917

賞与引当金 56,026 30,000

その他 75,764 108,586

流動負債合計 493,881 483,703

固定負債   

長期未払金 278,442 278,442

繰延税金負債 793,876 930,779

資産除去債務 39,449 39,485

固定負債合計 1,111,767 1,248,706

負債合計 1,605,649 1,732,410

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,283,196 1,283,196

資本剰余金 1,026,909 1,026,909

利益剰余金 6,405,200 6,396,252

自己株式 △1,335,042 △1,328,516

株主資本合計 7,380,265 7,377,842

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,098,212 2,412,498

繰延ヘッジ損益 △997 591

評価・換算差額等合計 2,097,215 2,413,090

新株予約権 70,796 76,492

純資産合計 9,548,276 9,867,425

負債純資産合計 11,153,925 11,599,835
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

 当第１四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

売上高 1,783,103 2,360,322

売上原価 1,376,664 1,844,416

売上総利益 406,439 515,905

販売費及び一般管理費 247,699 250,365

営業利益 158,739 265,539

営業外収益   

受取利息 62 24

受取配当金 43,418 47,051

為替差益 － 49

その他 665 201

営業外収益合計 44,146 47,326

営業外費用   

為替差損 376 －

自己株式取得費用 141 －

営業外費用合計 517 －

経常利益 202,369 312,866

特別利益   

新株予約権戻入益 365 106

特別利益合計 365 106

特別損失   

固定資産除却損 － 0

特別損失合計 － 0

税引前四半期純利益 202,734 312,972

法人税、住民税及び事業税 36,814 80,873

法人税等調整額 19,190 10,841

法人税等合計 56,005 91,714

四半期純利益 146,729 221,257
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項はありません。

 

（追加情報）

　該当事項はありません。

 

（四半期貸借対照表関係）

　該当事項はありません。

 

（四半期損益計算書関係）

　該当事項はありません。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間

（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

減価償却費 10,013千円 7,992千円

 

（株主資本等関係）

前第１四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の

総額（千円）
 １株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成28年６月17日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 233,648 40 平成28年３月31日 平成28年６月20日

 

(2）基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

 

当第１四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の

総額（千円）
 １株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成29年６月16日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 229,776 40 平成29年３月31日 平成29年６月19日

 

(2）基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、貴金属めっき用薬品製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎

項目
前第１四半期累計期間

（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額（円） 25.24 38.51

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 146,729 221,257

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 146,729 221,257

普通株式の期中平均株式数（株） 5,812,291 5,744,912

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額（円） 25.14 38.23

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株）

（うち新株予約権）

24,347

(24,347)

42,226

(42,226)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益の算定に含まれなかった潜在株式について

前事業年度末から重要な変動がある場合の概要

－ －

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年８月７日

日本高純度化学株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森田　高弘　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宇田川　聡　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本高純度化学

株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第47期事業年度の第１四半期会計期間(平成29年４月１日から

平成29年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、日本高純度化学株式会社の平成29年６月30日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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